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 2008年 2月から 2011年 3月に受診した 30歳以上の 3,139人(男性 1,871, 女性 1,268)の
健康診断データを使用した。研究期間に複数回受診した者については初回データを使用した。
HCV抗体または HBs抗原陽性者、およびデータに欠損のあった者は除外した (最終解析対象
者 3,006 人：男性 1,793 ,女性 1,213) 。 
【方法】 






adjusted OR=1.7, 95%CI:1.3-2.2; 女性 adjusted OR=2.0, 95%CI:1.4-3.0)。また脂肪肝に
おける BMIと体脂肪率の交互作用は女性には認めず(Synergy Index of 0.49 <1)、男性にお
いて有意な Additive Interaction(Synergy Index of 1.77>1)を認めた。 
【結論】 
 「20歳時からの 10kg以上の体重増加」と脂肪肝の関連について初めて評価するとともに、
BMIと体脂肪率の交互作用が脂肪肝との関連において Additive Interactionを示すことを明
らかにした初めての報告である。 
 
 
 
 
